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論 文 審 査 結 果 の 要 旨   
食道扁平上皮癌は血管新生の豊富な腫瘍である・本研究は、著者らが開発した3次   
元invitro血管新生モデルを用いて食道扁平上皮痛が誘導する血管新生における線   
維芽細胞の役割について検討したものである。癌細胞に由来するtra【Sfo血【g   
growthfactor（TGFトβは線維芽細胞の筋繰維芽細胞への形質分化を誘導し、TGF－β   
による血管新生は、筋繰推芽細胞からのvascuJarendotheHalgrowthfactor（VEGF）   
の放出により調節されており、TGF－β阻害剤は、血管新生、VEGF放出のいずれも阻害   
した。   
これらの研究は、食道扁平上皮癌の血管誘導反応における繰椎芽細胞の役割を明ら   
かにし、癌治療におけるTGF－βの可能性に関して重要な知見を得たものとして、価値   
ある業績であると認める。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
